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実現された主要なインパクト※

※2014~2018年度に事後評価を実施した有償資金協力事業が対象（政策コスト分析を基に算出）
※※ 7,900GWh/年の発電量を元に2015年の世界全体の電力消費量及び人口からJICAにて試算

JICA債が支える持続可能な社会づくりの取り組み

安全な飲料水の供給 約4,900万人/年

電力供給 約560万人/年※※

鉄道旅客 約8.8億人/年

空港旅客 約830万人/年

港湾貨物取扱 約800万トン/年

JICA債に投資された資金は、JICAの有償資金協力を通じ、

開発途上地域の経済・社会の開発、

日本及び国際経済社会の健全な発展のために

活用されます。

JICA債の資金使途

2020年3月末までの発行実績: 

財投機関債総額 7,150億円

うちソーシャルボンド 2,800億円 災害の危険性回避 約120万人

植林支援面積 約186万ha
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2015年度末 2016年度末 2017年度末 2018年度末 2019年度末

円借款 117,825 119,611 122,968 125,751 128,806

海外
投融資

429 682 953 1,155 1,323

合計 118,254 120,294 123,921 126,906 130,129

（※） 残高については債権管理上の実績であり、財務諸表上の金額とは計上方法が
異なります。

出所：JICA作成

（※） 中華人民共和国に対する円借款は、2007年12月に承諾した
6案件をもって新規供与は終了しています。

有償資金協力出融資残高（※） （単位：億円） 分野別有償資金協力承諾割合（累計）（2019年度末時点・金額ベース）

地域別有償資金協力承諾割合（累計）（2019年度末時点・金額ベース）
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有償資金協力残高上位10ヵ国（2019年度末時点）（単位：億円）

国名 残高

1 インド 23,239

2 ベトナム 15,929

3 インドネシア 12,773

4 中華人民共和国（※） 9,475

5 フィリピン 7,660

6 バングラデシュ 7,651

7 パキスタン 5,606

8 スリランカ 3,704

9 イラク 3,676

10 ミャンマー 3,608

東南アジア

40.2%

南アジア 25.7%

東アジア 10.4%

中央アジア・コー

カサス 2.0%

中東 7.0%

アフリカ 3.8%

南米 3.3%

欧州 3.0%

国際機関等

2.0%

中米・カリブ

1.6%

その他 0.6%
大洋州 0.4%

運輸 34.6%

電力・ガス 20.5%社会的サービス

14.6%

鉱工業 5.7%

灌漑・治水・干拓

4.5%

農林・水産業

3.4%

通信 2.6%

その他 1.4%
商品借款等

12.8%

2019年度業務実績‐ 有償資金協力 出融資残高および承諾内訳
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バングラデシュ

ミャンマー

東南アジア・大洋州

南アジア

アフリカ

中東

有償資金協力承諾国（地図）

ルワンダ
農業変革を通じた栄養改善のための分
野別政策借款

インドネシア

インド

メガラヤ州における住民参加型森林管理
及び生計改善事業

アーメダバード・メトロ事業（第二期）
ムンバイ湾横断道路建設事業（第二期）
ナグプール市ナグ川汚染緩和事業
マディヤ・プラデシュ州地方給水事業
グジャラート州生態系再生事業
貨物専用鉄道事業（フェーズ１）（第四期）
ムンバイメトロ3号線建設事業（第三期）
北東州道路網連結性改善事業（フェーズ4）
中小零細事業者支援事業

中央アジア

メキシコ

ウズベキスタン
ナボイ火力発電所近代化事業（フェーズ2）
園芸作物バリューチェーン強化事業
電力セクター能力強化事業（フェーズ2）

南アメリカ

カンボジア

ダッカ都市交通整備事業（1号線）（第一期 ）
マタバリ港開発事業（第一期）
省エネルギー推進融資事業（フェーズ2）
外国直接投資促進事業（第二期）
マタバリ超々臨界圧石炭火力発電事業（V）

タイ

ケニア
モンバサゲートブリッジ建設事業（第一
期）

モンバサ経済特区開発事業（第一期）

黒字 円借款案件 青字 海外投融資案件

赤字 ドル建て借款

フィジー

免責）地図上の表記は図示目的であり、いずれの国と地域の法的地位もしくは国境線に関し、JICA の立場を示すものではありません。

ジャカルタ下水道整備事業（第6区）（フェーズ1）
中部スラウェシインフラ復興セクターローン
災害に対する強靭化促進・管理プログラム・ローン
ジャカルタ下水道整備事業（第1区）
洪水制御セクター・ローン（フェーズ2）

フィリピン

エチオピア

エチオピア総合運輸プログラム（フェー
ズ1）におけるジンマ‐チダ間及びソド‐サ
ウラ間道路改良事業（ジンマ‐チダ間）

産業人材育成事業

ヤンゴン都市開発事業
ヤンゴン下水道整備事業
地方インフラ整備事業
都市配電網整備事業
ティラワ地区インフラ開発事業（フェーズ3）
ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業フェーズI（III）

マニラ首都圏主要橋梁耐震
補強事業（第二期）

ミンダナオ紛争影響地域道
路ネットワーク整備事業

国道5号線改修事業（プレッククダム－スレア
マアム間）（第三期）

国道5号線改修事業（スレアマアムーバッタン
バン間及びシソポンーポイペト間）（第二期）

中小零細事業者支援事業

東南アジア

電源構成転換促進
支援事業

アフリカ

サブサハラ・アフリカ地域中小企業
支援インパクト投資事業

Women’s World Banking

女性の金融アクセス向上事業

災害復旧スタンドバイ借款

イラク

ガーナ
カカオ豆バリューチェーン強化事業

エクアドル

ペルー

日本ＡＳＥＡＮ女性エンパワーメントファンド（増資）
金融アクセス向上マイクロファイナンス事業

日系信用組合を通じた
中小零細事業者支援事業

太陽光発電事業

ブラジル
持続的な林産業支援
分散型太陽光発電システム
導入事業

バスラ製油所改良事業（第二期）

円借款案件（38件）、ドル建て借款案件（2件）、海外投融資案件（11件）

2019年度業務実績‐ 有償資金協力承諾案件一覧



SDGsへのJICAの取り組み

サブサハラ・アフリカ地域中
小企業支援インパクト投資事
業
サブサハラ・アフリカ地域

モンバサゲートブリッジ
建設事業（第一期）
ケニア

ダッカ都市交通整備事業
（1号線）（第一期 ）
バングラデシュ

災害に対する強靭化
促進・管理プログラム・ローン
インドネシア

グジャラート州生態系

再生事業

インド

 JICAが中心的な役割を果たす10のゴールと2019年度新規承諾案件事例

2019年度に承諾されたJICAの有償資金協力を通じた

SDGsのゴール別貢献割合（承諾額ベース）※

※2019年度新規承諾の有償資金協力案件につき、事前評価等において貢献が期待されるゴールを承諾額の割合で示したもの。複数のゴールへの貢献が期待される案件については承諾額を均等分割し試算

出所: JICA作成

農業変革を通じた栄養改善
のための分野別政策借款
ルワンダ

マディヤ・プラデシュ州地方
給水事業
インド

産業人材育成事業
タイ

ヤンゴン下水道整備事業
ミャンマー

分散型太陽光発電システム
導入事業
ブラジル

有償資金協力を通じたSDGs達成への貢献
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1 貧困撲滅

3%

2 飢餓・栄養

1%

3 健康

2%

6 水・衛生

13%

7 エネルギー

17%

8 経済成長・雇用

6%

9 インフラ・産業

44%

10 格差是正

1%

11 都市

8%

13 気候変動

3%

15 森林・生物多様性

1%

17 実施手段・パートナーシップ

1%

1 貧困撲滅 2 飢餓・栄養
3 健康 4 教育
5 ジェンダー平等 6 水・衛生
7 エネルギー 8 経済成長・雇用
9 インフラ・産業 10 格差是正
11 都市 12 持続可能な生産と消費
13 気候変動 14 海洋
15 森林・生物多様性 16 平和・ガバナンス
17 実施手段・パートナーシップ



実現されたインパクトの事例
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都市鉄道の整備を通じ、都市機能を改善

タイのバンコク首都圏においては、経済発展に伴い自動車に依存する交通シ

ステムが交通渋滞を深刻化させていました。また、自動車の排気ガスによる

大気汚染が大きな環境問題として認識されていました。同首都圏では、大量

輸送システムの整備が進められ、1999年にスカイトレイン、2004年に地下鉄

ブルーラインが開業されましたが、バンコク中心部のみの運行で路線距離が

限られ、バスなどの他交通モードとの接続もありませんでした。本事業は、バ

ンコク首都圏において渋滞が深刻であったバンス～バンヤイ区間の大量移動

システム（パープルライン）を整備し、増加する輸送需要への対応と交通渋滞

の緩和および大気汚染の改善を図りました。

事業名 バンコク大量輸送網整備事業（ パープルライン） (I) (II)

国・地域 タイ

貸付実行額 790億8,100万円（第I期 624億4,200万円、第II期 166億3,900万円）

事業完成 2016 年8 月（2018年度事後評価実施）

基準値
(2008年)

目標値 実績値
（事後評価時）

稼働率（％/年） - 92 57*

運航間隔（分） - 6 6

遅延率（%）
（2分以上の遅延）

- 1.0 0.12

主な事業効果（指標）

*本事業完成までに建設が予定されていた他路線の建設が遅延し、

パープルラインの乗客数が予想を下回ったため、稼働率は目標値を
下回った。今後、他路線の稼働に伴い稼働率は改善する予定。

駅に設置された日本の協力を示す銘板

本事業により整備された高架鉄道の駅、車両

高架駅・線路の概観（イェーク・ノンタブリー駅）

写真出所：JICA



実現されたインパクトの事例
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持続可能な森林保全を通じ、貧困を削減

インドでは人口増加および木材需要の急増により森林伐採が進み、水土保全機

能の低下から、農業用水や飲料水も不足し、森林へ依存している貧困層の生活を

さらに圧迫していました。本事業では、インド東部オリッサ州にある14の営林区・

野生生物林区において、約20万ヘクタール（東京都とほぼ同じ面積に相当）の植

林と地域住民の生計改善に向けた取り組みを支援しました。目標を大幅に上回る

植林が行われ、対象地域の森林の再生および住民の所得向上を図り、地域の自

然環境改善、女性のエンパワーメント、貧困削減に寄与しました。

事業名 オリッサ州森林セクター開発事業

国・地域 インド

貸付実行額 121億2,600万円

事業完成 2015 年3 月（2018年度事後評価実施）

主な事業効果（指標）

沙羅の葉を使って工芸品を製作する自助会の女性メンバー

「自分で得た収入の使い道を自分で決定できるようになった」
と話す女性も多い

基準値
(2005年)

目標値 実績値
（事後評価時）

延べ植林本数
（100 万本）

- 244 942

延べ植林面積（ha） - 199,500 213,325

雇用創出（千人・日） - 22,000 42,000

受益対象林業従事世
帯の1世帯あたりの
収入増加割合（％）

- 10 15

植林 9 年後の森林（境界線の左側）

林の中で苗木を育てる女性

写真出所：JICA


